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渡
辺

し
ょ
う

議
員（
市
フ
ォ
）

　
馬
場
大
門
の
ケ
ヤ
キ
並
木

は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
か
ら
令

和
６
年
で
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
が
、

そ
の
意
義
に
つ
い

て
、
市
の
認
識
を

聞
き
た
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
　
現
代
の
都
市

化
が
進
む
中
心
市

街
地
の
中
で
、
車

の
往
来
や
日
陰
、

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
本

格
的
な
寒
さ
の
到
来
を
控
え
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
入
浴

時
の
事
故
の
防
止
を
注
意
喚

起
す
る
と
と
も
に
、
安
全
な

入
浴
方
法
を
高
齢
者
に
向
け

て
周
知
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す

る
情
報
誌
へ
の
掲
載
や
介
護

予
防
事
業
参
加
者
へ
の
個
別

の
声
か
け
等
の
注
意
喚
起
に

加
え
、
市
広
報
を
活
用
す
る

な
ど
周
知
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
高
齢
者
救
急
通
報
シ

ス
テ
ム
を
浴
室
で
使
用
で
き

る
仕
様
と
す
る
な
ど
、
機
能

向
上
に
向
け
た
検
討
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
同
シ
ス
テ

ム
は
完
全
防
水
で
は
な
く
、

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
で
、

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
制
定

に
向
け
、
取
組
を
進
め
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

入
札
時
に
詳
細
な
内
訳
書
の

提
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
に

関
す
る
市
の
認
識
は
。

総
務
管
理
部
長
　
現
状
、
落

野
口

な
か
お

議
員（
れ
仲
）

　
ふ
ち
ゅ
チ
ケ
の
事
業
目
的

に
、
地
域
経
済
の
回
復
・
活

性
化
に
つ
な
げ
る
と
あ
る
が
、

過
去
３
回
実
施
し
た
中
で
、

目
的
の
達
成
を
検
証
す
る
具

環
境
、
衛
生
面
な
ど
様
々
な

影
響
を
受
け
て
き
た
け
や
き

並
木
で
あ
る
が
、
府
中
の
ま

ち
と
何
百
年
も
の
長
い
間
、

共
に
過
ご
し
て
き
た
こ
と
、

市
全
体
で
そ
の
け
や
き
並
木

を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
意
義

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
国
の
天
然
記
念
物
指

定
１
０
０
周
年
に
当
た
っ
て

の
企
画
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
現
在
、

講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
の
開
催

の
ほ
か
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
活
用

山
本

真
実

議
員（
自
由
）　

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
で
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
除
去
に
一
定
の
効

果
が
見
込
め
る
、
浄
水
器
の

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
設
置
を

要
望
し
た
。
近
隣
市
で
は
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
に
つ
い
て
井
戸

の
水
質
調
査
や
浄
水
器
設
置

等
独
自
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
本
市
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
国
の
専
門
家
会
議
で

各
自
治
体
へ
の
調
査
実
施
の

働
き
か
け
が
必

要
と
の
見
解
が

示
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
水

質
把
握
の
た
め

公
共
井
戸
９
か

所
の
検
査
を
実

施
す
る
。

議
員
　
新
聞
等

で
汚
染
の
報
道

が
あ
っ
た
翌
日

奥
村

さ
ち
子

議
員（
ネ
ッ
ト
）

　
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

な
い
身
寄
り
の
な
い
人
を
、

法
に
基
づ
き
市
が
火
葬
・
納

骨
し
た
件
数
の
傾
向
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
国
の
調
査

と
同
様
、
い
ず
れ
も
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
は
増
え
て

い
く
た
め
、
そ
れ
ら
の
件
数

も
増
加
し
て
い
く
と
考
え
る
。

議
員
　
身
寄
り
の
な
い
人
が

亡
く
な
る
際
の
対
応
に
つ
い

て
、
課
題
と
考
え
る
こ
と
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
生
活
保
護

に
し
み
や

幸
一

議
員（
市
フ
ォ
）

　
保
健
・
医
療
の
専
門
職
が

集
中
的
に
介
入
し
身
体
機
能

等
の
改
善
を
図
る
短
期
集
中

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
都
の
支
援
が
入
っ
た
令

和
４
年
度
以
降
の
変
更
点
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
利
用
者

の
望
む
生
活
目
標
を
本
人
と

一
緒
に
考
え
、
専
門
職
の
見

解
を
プ
ラ
ン
に
反
映
す
る
ほ

か
、
利
用
ご
と
に
生
活
の
振

り
返
り
等
の
面
談
を
行
い
、

利
用
者
が
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

議
員
　
介
護
予
防
等
に
向
け

た
専
門
職
間
の
連
携
の
改
善

・
強
化
に
関
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
短
期
集
中

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い

て
、
専
門
職
が
利
用
者
ご
と

の
目
標
を
共
有
し
共
通
の
意

識
を
持
つ
こ
と
で
、
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
、
今

後
は
自
立
支
援
ケ
ア
会
議
に

よ
る
連
携
を
重
要
な
取
組
と

定
め
、
強
化
し
て
い
き
た
い
。

他�

多
磨
駅
周
辺
整
備
―
こ
れ
ま

で
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
―

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
中
で
市
内
住
宅
の

耐
震
化
率
の
状
況
は
。
ま
た
、

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
助
成

事
業
の
経
過
と
そ
の
評
価
は
。

都
市
整
備
部
長
　
耐
震
化
率

は
令
和
４
年
度
末
で
約
93
％

と
推
計
し
て
い
る
。
当
該
助

成
事
業
の
う
ち
耐
震
改
修
費

助
成
は
、
平
成
17
年
度
に
助

成
率
が
３
分
の
１
、
限
度
額

30
万
円
で
あ
っ
た
も
の
を
段

階
的
に
引
き
上
げ
、
29
年
度

以
降
は
助
成
率
２
分
の
１
、

限
度
額
１
１
０
万
円
と
し
て

い
る
。
年
々
耐
震
化
率
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助

成
事
業
に
は
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
人
材
の
確
保
の
た
め
、
資

格
取
得
等
を
支
援
す
る
仕
組

み
を
導
入
す
る
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
従
業
員
の

資
格
取
得
等
に
よ
る
定
着
率

の
向
上
は
有
効
な
対
策
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。
国
や

都
の
動
向
を
注
視
し
、
他
市

の
事
例
を
調
査
・
研
究
す
る
。

を
受
給
し
て
い
な
い
身
寄
り

の
な
い
人
は
、
亡
く
な
っ
て

か
ら
法
に
基
づ
き
扶
養
義
務

者
の
確
認
等
を
始
め
る
た
め
、

死
後
の
取
扱
い
が
決
ま
る
ま

で
２
か
月
か
ら
３
か
月
か
か

る
。
今
後
、
市
が
こ
う
し
た

対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
相
続
や
死

後
の
取
扱
い
を
生
前
に
定
め

て
お
く
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

他�

府
中
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
福
祉
と
教
育

の
連
携
に
つ
い
て

し
た
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
る
。

他�

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
●

府

中
市
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に

つ
い
て

に
は
、
水
道
の
水
質
を
不
安

視
す
る
電
話
等
が
入
る
と
の

こ
と
だ
が
市
の
返
答
内
容
は
。

生
活
環
境
部
長
　
国
で
の
議

論
の
動
向
を
踏
ま
え
、
市
と

し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
や
、
水
道
水
は
都
で
対

策
を
行
い
、
安
全
な
水
が
供

給
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

伝
え
て
い
る
。

他�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
市
の
認
識
に
つ
い
て

浴
室
で
の
使
用
が
難
し
い
な

ど
制
約
が
あ
る
が
、
提
供
さ

れ
る
機
器
の
性
能
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
は
徐
々
に
向
上
し
て

い
る
。
情
報
収
集
に
努
め
、

利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

他�

所
有
者
不
明
の
土
地
を
増
や

さ
な
い
た
め
に

札
者
か
ら
は
詳
細
な
内
訳
書

が
確
実
に
提
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
入
札
で
簡
易

な
内
訳
書
を
提
出
し
て
い
る

業
者
も
市
が
求
め
た
際
に
は

速
や
か
に
詳
細
な
内
訳
書
を

提
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

契
約
事
務
の
運
用
の
中
で
の

対
応
を
徹
底
し
て
い
く
。

議
員
　
詳
細
な
内
訳
書
と
工

事
後
の
決
算
書
を
比
較
で
き

れ
ば
賃
金
が
予
定
ど
お
り
支

払
わ
れ
た
か
確
認
で
き
る
と

思
う
が
、
詳
細
な
内
訳
書
の

活
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

総
務
管
理
部
長
　
詳
細
な
内

訳
書
の
活
用
の
方
策
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
課
題
と

し
て
い
く
。

他�

中
核
市
に
つ
い
て
の
記
事
●

行
政
の
計
画
、
調
査
、
分
析

体
的
な
数
値
は
あ
る
か
。

生
活
環
境
部
長
　
検
証
す
る

具
体
的
な
数
値
は
な
い
。

議
員
　
ふ
ち
ゅ
チ
ケ
事
業
は

実
施
主
体
が
商
工
会
議
所
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
か

ら
預
か
っ
た
市
税
を
投
入
し

て
い
る
市
の
補
助
事
業
で
も

あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に

は
紙
商
品
券
の
発
行
経
費
の

倍
近
い
金
額
が
か
か
り
、
数

か
月
の
事
務
局
運
営
の
経
費

に
５
０
０
０
万
円
近
く
か
か

っ
て
い
る
。
継
続
事
業
と
し

て
今
回
も
ふ
ち
ゅ
チ
ケ
事
業

を
実
施
し
て
い
る
な
ら
ば
、

効
果
等
の
検
証
を
条
件
と
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

生
活
環
境
部
長
　
商
工
会
議

所
に
対
し
て
成
果
や
課
題
等

の
効
果
検
証
を
求
め
て
い
る
。

他�

府
中
市
政
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
何
か

身
寄
り
の
な
い
人
へ
の
対
応
の
中
で

課

題

と

考

え

る

こ

と

は

高

齢

者

救

急

通

報

シ

ス

テ

ム

浴
室
で
使
用
で
き
る
仕
様
と
す
る
な
ど

機

能

向

上

に

向

け

た

検

討

は

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
に
つ
い
て

本

市

の

取

組

状

況

は

生

前

か

ら

死

後

の

取

扱

い

を

定

め

て

お

く

な

ど

関

係

機

関

と

連

携

し

た

取

組

が

必

要

で

あ

る

機
器
の
性
能
等
の
情
報
収
集
に
努
め

利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う

検

討

し

て

い

く

水

質

把

握

の

た

め

公
共
井
戸
９
か
所
の
検
査
を
実
施
す
る

馬 場 大 門 の ケ ヤ キ 並 木
国の天然記念物指定１００周年に
当 た っ て の 企 画 は

木造住宅耐震改修費助成
事 業 の 評 価 は

入札時に詳細な内訳書の提出を
義務付けることに関する市の認識は

ふちゅチケ事業を継続事業として
実施しているならば実施主体による
検証を条件とすべきではなかったか

介 護 予 防 等 に 向 け た
専 門 職 間 の 連 携 の
改善・強化に関する考えは

講演会やパネル展の
開催などを検討している

市内住宅の耐震化率は上昇しており
耐 震 化 助 成 事 業 に
一定の効果があったと捉えている

契約事務の運用の中で
対 応 し て い く

実 施 主 体 で あ る
商工会議所に対して
効果検証を求めている

自立支援ケア会議による
連携を強化していきたい

　▲公共井戸（矢崎町防災公園）

▲ 天然記念物指定１００周年を
迎える馬場大門のケヤキ並木


